
一
七
六

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

一
七
五

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
八
正
道
の
実
践
は
、
戒
・
定
・
慧

の
三
つ
の
実
践
に
要
約
さ
れ
、
こ
れ
が
「
三
学
」
と
よ
ば
れ
て
仏

教
の
実
践
道
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。（
同
書
一
七
〇
｜
一
七
一

頁
、
傍
線
部＝

奥
野
）

田
中
博
士
は
「
葬
祭
に
お
け
る
授
戒
の
意
義
」
を
述
べ
る
、
い
わ
ば

前
段
の
一
般
論
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
記
述
を
な
さ
れ
た
も
の
と
理
解

さ
れ
る
が
、
引
用
文
中
傍
線
を
付
し
た
田
中
博
士
の
「
無
明
を
明
に
転

ず
る
」「
迷
い
の
無
明
を
転
じ
て
悟
り
の
明
が
実
現
さ
れ
る
」と
い
う
記

述
を
拝
読
し
て
、
即
座
に
私
の
頭
を
掠
め
た
の
は
津
田
眞
一
博
士
の
一

連
の
ご
論
考
の
こ
と
で

２
）

あ
り
、次
に
な
ぜ
か
以
下
の
よ
う
な
宗
門
の「
回

向
文
」
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
た
の
で

３
）

あ
る
。

①
菩
薩
清
涼
月

遊
於
畢
竟
空

衆
生
心
水
浄

菩
薩
影
現
中

仰
冀
三
宝

俯
垂
照
鑑

上
来

諷
誦
経
呪

所
集
功
徳

回
向
（
法
号
）
家
門
先
亡
累
代

精
霊

六
親
眷
属
七
世
父
母

有
縁
無
縁
三
界
万
霊
法
界
含
識
等

所
冀

曠
劫
無
明

当
下
消
滅

真
空
妙
智

即
得
現
前

頓
了

無
生

速
証
仏
果
（
十
方
三
世
云
々
）

（
菩
薩
清
涼
の
月
は
、
畢
竟
空
に
遊
ぶ
、
衆
生
心
水
浄
け
れ
ば
、
菩

薩
の
影
中
に
現
ず
。
仰
ぎ
冀
く
は
三
宝
、
俯
し
て
照
鑑
を
垂
れ
た

ま
え
。
上
来
、
経
呪
を
諷
誦
す
、
集
む
る
所
の
功
徳
は
、（
法
号
）

家
門
先
亡
累
代
精
霊
、
六
親
眷
属
七
世
の
父
母
、
有
縁
無
縁
三
界

万
霊
法
界
の
含
識
等
に
回
向
す
。
冀
う
所
は
、
曠
劫
の
無
明
は
、

（
一
）

本
年

二
〇
〇
三
年
）三
月
、「
現
代
的
意
義
と
課
題
」な
る
副
題
を
付

し
て
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
そ
の
共
同
研
究
成
果
で
あ
る

『

１
）

葬
祭
』が
刊
行
さ
れ
た
。
曹
洞
宗
の
み
な
ら
ず
現
今
の
日
本
仏
教
各
宗

の
宗
教
活
動
が
、
事
の
是
非
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
、「
葬
祭
」を

中
心
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
の
し
よ
う
が
な
い
事
実
で
あ
る
か

ら
、
そ
う
し
た
意
味
で
今
回
の
出
版
は
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
の
曹
洞

宗
門
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
時
宜
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
同
書
第

部
第
二
章
第
二
節
に
は
、
田
中
良
昭
博
士
の
筆
に

な
る
「
葬
祭
に
お
け
る
授
戒
の
意
義
と
課
題
」
と
い
う
論
稿
が
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
同
稿
冒
頭
に
お
い
て
田
中
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
仏
教
は
、
釈
尊
の
菩
提
樹
下
に
お
け
る
成
正

覚
、
す
な
わ
ち
悟
り
に
淵
源
す
る
も
の
で
す
。
更
に
仏
教
を
「
仏

当
下
に
消
滅
し
、
真
空
の
妙
智
、
即
ち
現
前
す
る
こ
と
を
得
。
頓

に
無
生
を
了
じ
、
速
や
か
に
仏
果
を
証
せ
ん
こ
と
を
）

②
仏
身
充
満
於
法
界

普
現
一
切
群
生
前

随
縁
赴
感
靡
不
周

而

常
処
此
菩
提
座

仰
冀
三
宝

俯
垂
照
鑑

上
来

諷
誦
経
呪

所
集
功
徳

回
向
諸
精
霊

荘
厳
報
地

所

冀

倶
登
仏
門
光
明
台
速
円
大
悲
菩
提
道
。

（
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
く
一
切
群
生
の
前
に
現
ず
、
縁
に
随

い
感
に
赴
い
て
周
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
靡
し
、
而
も
常
に
此
の
菩

提
座
に
処
し
た
ま
う
。
仰
ぎ
冀
く
は
三
宝
、
俯
し
て
照
鑑
を
垂
れ

た
ま
え
。

上
来
、
経
呪
を
諷
誦
す
、
集
む
る
所
の
功
徳
は
諸
精
霊
に
回
向
し
、

報
地
を
荘
厳
す
。
冀
う
所
は
、
倶
に
仏
門
の
光
明
台
に
登
り
、
速

や
か
に
大
悲
の
菩
提
道
を
円
か
に
せ
ん
こ
と
を
）

曹
洞
宗
に
お
け
る
「
回
向
文
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
櫻
井
秀
雄
博

士
に
よ
る
解
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
前
記
の
「
回
向
文
」
は
い

ず
れ
も
『
華
厳
経
』
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て

４
）

い
る
。
櫻
井
博
士
は
ま
た
、
前
記
二
例
に
止
ま
ら
ず
、
曹
洞
宗
の「
回

向
文
」
の
そ
の
多
く
が
『
華
厳
経
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て

５
）

い
る
。
こ
う
し
た
事
実
が
宗
門
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
思
想
的
意
味

を
持
つ
の
か
、
私
は
寡
聞
に
し
て
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
そ
の
解
明

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

陀
の
教
え
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
釈
尊
が
、
自
ら
の
悟
り

の
体
験
を
他
に
語
り
出
し
た
初
転
法
輪
の
際
に
成
立
し
た
、
と
い

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
初
転
法
輪
に
お
い
て
説
示
さ
れ
た
内

容
は
、
一
般
に
四
諦
説
と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
人
間
の
苦
悩
の
原
因

が
、
自
ら
の
内
面
的
な
無
明
に
あ
る
と
し
、
そ
の
無
明
を
滅
す
る
、

す
な
わ
ち
無
明
を
明
に
転
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
想
的
な
寂
静

の
境
地
（
涅
槃
）
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
無

明
を
明
に
転
ず
る
実
践
と
し
て
、
八
正
道
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
八
正
道
は
、
八
項
目
の
実
践
徳
目
で
す
が
、
そ
れ
を
要
約
す

れ
ば
、
戒
の
実
践
に
よ
っ
て
自
ら
の
行
い
を
律
し
、
定
の
実
践
に

よ
っ
て
心
を
安
定
さ
せ
、
こ
の
戒
と
定
と
の
実
践
に
よ
っ
て
正
し

い
智
慧
が
実
現
し
、
こ
の
智
慧
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
迷
い
の
無

明
を
転
じ
て
悟
り
の
明
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
「
転
迷
開
悟
」
と
い
っ
た
の
で
す
。
仏
教
が
古
来
「
智
慧
の
道
」

（
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
・
マ
ー
ル
ガ
）
と
い
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
意
味
に

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す

奥

野

光

賢

駒
澤
短
期
大
學
佛
敎
論
集
第
九
號

二
〇
〇
三
年
十
月



「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

前
三
皆
約
四
諦
為
語
。
今
約
法
蔵
塵
労
三
昧
波
羅
蜜
。
其
義
宛
然
。

（
大
正
蔵
四
六
・
九
上
｜
中
）

こ
こ
で
ま
ず
最
初
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
記
述
ｂ
の
傍
線

を
付
し
た
「
無
明
転
即
変
明
」
前
後
の
文
脈
は
、
次
の
『
法
華
玄
義
』

の
記
述
と
明
ら
か
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
五
下
の
「
三
法
妙
」
を
明
か
し
た
段
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（「
三
法
妙
」
は
①
総
じ
て
三
軌
を
明
か
す
②
歴

別
に
三
法
を
明
か
す
③
麁
妙
を
明
か
す
④
開
麁
顕
妙
⑤
始
終
を
明
か
す

⑥
三
法
を
類
す
⑦
悉
檀
の
料
簡
の
七
つ
の
項
目
よ
り
な
り
、
い
ま
示
す

文
は
「
⑤
始
終
を
明
か
す
」
中
の
記
述
で
あ
る
）。

ｃ
今
但
明
凡
心
一
念
即
皆
具
十
法
界
。
一
一
界
悉
有
煩
悩
性
相
悪
業

性
相
苦
道
性
相
。
若
有
無
明
煩
悩
性
相
、
即
是
智
慧
観
照
性
相
。

何
者
以
迷
明
、
故
起
無
明
。
若
解
無
明
、
即
是
於
明
。
大
経
云
、

無
明
転
即
変
為
明
。
浄
名
云
、
無
明
即
是
明
。
当
知
、
不
離
無
明

而
有
於
明
。
如
氷
是
水
、
如
水
是
氷
。
又
凡
夫
心
一
念
即
具
十
界
、

悉
有
悪
業
性
相
。

悪
性
相
、
即
善
性
相
。
由
悪
有
善
、
離
悪
無

善
。
翻
於
諸
悪
、
即
善
資
成
。
如
竹
中
有
火
性
、
未
即
是
火
事
、

故
有
而
不
焼
、
遇
縁
事
成
、
即
能
焼
物
。
悪
即
善
性
、
未
即
是
事
。

遇
縁
成
事
、
即
能
翻
悪
。
如
竹
有
火
、
火
出
還
焼
竹
。
悪
中
有
善
、

善
成
還
破
悪
。
故
即
悪
性
相
、
是
善
性
相
也
。
凡
夫
一
念
、
皆
有

十
界
識
名
色
等
苦
道
性
相
。
迷
此
苦
道
、
生
死
浩
然
。
此
是
迷
法

身
為
苦
道
。
不
離
苦
道
、
別
有
法
身
。
如
迷
南
為
北
、
無
別
南
也
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
津
田
博
士
も
注
意
し
て
い
る
よ

６
）

う
に
、「
無
明
を

明
に
転
ず
る
」
云
々
と
い
う
文
言
は
、
し
ば
し
ば
天
台
智

（
五
三
八

｜
五
九
七
）
の
著
述
中
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り

こ
れ
ま
で
こ
れ
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
論
及
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
件
の
文
言
を
智

の
主
著
で
あ
る
天
台
三
大
部
に

検

７
）

索
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
な
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）

さ
て
、
智

は
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一
上
冒
頭
に
お
い
て
、『
摩
訶
止

観
』
十
章
、
す
な
わ
ち
①
大
意
②
釈
名
③
体
相
④
摂
法
⑤
偏
円
⑥
方
便

⑦
正
観
⑧
果
報
⑨
起
教

旨
帰
の
構
成
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。

ａ
生
起
者
専
次
第
十
章
也
。
至
理
寂
滅
、
無
生
無
生
者
、
無
起
無
起

者
、
有
因
縁
故
十
章
通
是
生
起
。
別
論
前
章
為
生
、
次
章
為
起
。

縁
由
趣
次
、
亦
復
如
是
。
所
謂
無
量
劫
来
癡
惑
所
覆
、
不
知
無
明

即
是
明
。
今
開
覚
之
故
言
大
意
。
既
知
無
明
即
明
、
不
復
流
動
。

故
名
為
止
。
朗
然
大
浄
、
呼
之
為
観
。
既
聞
名
得
体
。
体
即
摂
法
、

摂
於
偏
円
。
以
偏
円
解
、
起
於
方
便
。
方
便
既
立
、
正
観
即
成
。

成
正
観
已
獲
妙
果
報
。
従
自
得
法
起
教
教
他
。
自
他
倶
安
、
同
帰

常
寂
。

為
不
達
無
生
無
起
是
故
生
起
。
既
了
無
生
無
起
、
心
行

寂
滅
、
言
語
道
断
、
寂
然
清
浄
。（
以
下
は
省
略
）（
大
正
蔵
四
六
・

三
中
）

若
悟
生
死
即
是
法
身
、
故
云
苦
道
性
相
即
是
法
身
性
相
也
。（
大
正

蔵
三
三
・
七
四
三
下
｜
七
四
四
上
）

こ
こ
で
は
、
記
述
ｂ
に
お
い
て
何
の
断
り
も
な
く
埋
め
込
ま
れ
て
援

用
さ
れ
て
い
た
「
無
明
転
即
変
為
明
」
と
い
う
言
葉
が
、「
大
経
云
」
と

し
て
そ
の
典
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
「
無
明
転
即
変
為
明
」
と
い
う
言
葉
が
『
大
般
涅

槃
経
』に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
同
様
に『
摩

訶
止
観
』
巻
第
四
下
の
、
観
心
に
よ
っ
て
「
五
事
」
を
調
え
る
段
の
中
、

「
調
眠
」
の
項
に
は
、

ｄ
観
心
調
五
事
者
、
如
前
法
喜
禅
悦
為
食
也
。
初
観
真
諦
所
生
定
慧
、

多
為
入
空
、
消
浄
諸
法
。
此
是
飢
相
。
法
華
云
、
飢
餓

痩
、
体

生
瘡
癬
也
。
第
二
観
俗
諦
所
生
定
慧
、
多
是
扶
俗
仮
立
諸
法
、
名

為
飽
相
。
故
云
歴
劫
修
行
恒
沙
仏
法
。
是
二
観
飢
飽
不
調
、
中
道

禅
悦
法
喜
、
調
和
中
適
無
、
二
辺
之
偏
。
是
名
不
飢
不
飽
云
云
。

調
眠
者
空
観
未
破
無
明
。
無
明
与
空
合
、
沈
空
保
住
、
眠
相
則
多
、

出
仮
分
別
伏
無
明
、
眠
相
則
少
、
今
中
道
観
従
容
。
若
断
無
明
、

一
切
善
法
則
無
生
処
。
塵
労
之

是
如
来
種
。
不
断
癡
愛
起
諸
明

脱
。
若
恣
無
明
、
無
上
仏
道
何
由
得
成
。
経
云
、
無
明
転
即
変
為

明
。
行
於
非
道
通
達
仏
道
。
無
明
性
明
性
無
二
無
別
。
豈
可
断
無

明
性
更
修
明
性
耶
。
不
住
調
伏
不
住
不
調
伏
、
即
是
理
観
調
眠
也
。

（
大
正
蔵
四
六
・
四
七
中
｜
下
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
た
ん
に
「
経
云
」
と
し
て
件
の
文
言
が
引
用
さ
れ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
い
間
、
癡
惑
に
覆
わ
れ
、「
無
明
」
が
「
明
」
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
智

は
い
ま
こ
の
こ
と
を

覚
ら
せ
る
た
め
に
「
大
意
章
」
を
説
く
の
で
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
「
無

明
」
が
「
明
」
と
な
っ
て
流
道
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
「
止
」

と
い
い
、
朗
然
と
し
て
大
い
に
清
ら
か
こ
と
が
「
観
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（「
釈
名
章
」）。
し
た
が
っ
て
、『
摩
訶
止
観
』
の

「
大
意
」と
し
て
智

が
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
以
上
、
本
書
は
あ
る

意
味
で
は
そ
の
全
体
が
「
無
明
」
が
「
明
」
で
あ
る
こ
と
を
人
び
と
に

広
く
認
知
さ
せ
よ
う
と
し
た
書
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

続
い
て
巻
第
一
下
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

ｂ
若
得
此
解
、
根
塵
一
念
心
起
、
根
即
八
万
四
千
法
蔵
、
塵
亦
爾
。

一
念
心
起
、
亦
八
万
四
千
法
蔵
。
仏
法
界
対
法
界
起
法
界
、
無
非

仏
法
。
生
死
即
涅
槃
、
是
名
苦
諦
。
一
塵
有
三
塵
、
一
心
有
三
心
、

一
一
塵
有
八
万
四
千
塵
労
門
、
一
一
心
亦
如
是
。
貪
瞋
癡
亦
即
是

菩
提
、
煩
悩
亦
即
是
菩
提
、
是
名
集
諦
。
翻
一
一
塵
労
門
、
即
是

八
万
四
千
諸
三
昧
門
、
亦
是
八
万
四
千
諸
陀
羅
尼
門
、
亦
是
八
万

四
千
諸
対
治
門
、
亦
成
八
万
四
千
諸
波
羅
蜜
。
無
明
転
即
変
為
明
、

如
融
氷
成
水
。
更
非
遠
物
、
不
餘
処
来
、
但
一
念
心
普
皆
具
足
。

如
如
意
珠
非
有
宝
、
非
無
宝
、
若
謂
無
者
即
妄
語
、
若
謂
有
者
即

邪
見
。
不
可
以
心
知
、
不
可
以
言
辯
。
衆
生
於
此
不
思
議
不
縛
法

中
、
而
思
想
作
縛
、
於
無
脱
法
中
而
求
於
脱
。
是
故
起
大
慈
悲
、

興
四
弘
誓
、
抜
両
苦
与
両
楽
。
故
名
非
縛
非
脱
発
真
正
菩
提
心
。

一
七
八

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

一
七
七



て
い
る
。

こ
れ
ま
で
そ
の
典
拠
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
六
「
梵
行
品
」
の

ｅ
復
次
昔
未
得
道
今
已
得
之
。
以
所
得
道
為
衆
生
説
。
従
本
已
来
未

修
梵
行
今
已
修
竟
。
以
已
所
修
為
衆
生
説
。
自
破
無
明
復
為
衆
生

破
壊
無
明
。
自
得
浄
目
復
為
衆
生
。
破
除
盲
冥
令
得
浄
眼
。
自
知

二
諦
復
為
衆
生
演
説
二
諦
。
既
自
解
脱
復
為
衆
生
説
解
脱
法
。
自

渡
無
辺
生
死
大
河
。
復
令
衆
生
皆
悉
得
渡
。
自
得
無
畏
復
教
衆
生

令
無
怖
畏
。
自
既
涅
槃
復
為
衆
生
演
大
涅
槃
。
是
故
号
仏
為
無
上

師
。（
大
正
蔵
一
二
・
七
一
二
上
｜
中
）

と
さ
れ
て
き

８
）

た
が
、『
涅
槃
経
』を
仔
細
に
点
検
し
て
み
る
と
、
ｅ
の「
梵

行
品
」
の
記
述
よ
り
は
む
し
ろ
巻
第
八
「
如
来
性
品
」
の
次
の
箇
所
が

よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
と
思
わ

９
）

れ
る
。

ｆ
善
男
子
。
我
与
無
我
性
相
無
二
。
汝
応
如
是
受
持
頂
戴
。
善
男
子
。

汝
亦
応
当
堅
持
憶
念
如
是
経
典
。
如
我
先
於
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経

中
説
我
無
我
無
有
二
相
。
如
因
乳
生
酪
因
酪
得
生

因
生

得
熟

因
熟

得
醍
醐
。
如
是
酪
性
為
従
乳
生
。
為
従
自
生
従
他
生
耶
。

乃
至
醍
醐
亦
復
如
是
。
若
従
他
生
。
即
是
他
作
非
是
乳
生
。
若
非

乳
生
乳
無
所
為
。
若
自
生
者
。
不
応
相
似
相
続
而
生
。
若
相
続
生

則
不
倶
生
。
若
不
倶
生
五
種
之
味
則
不
一
時
。
雖
不
一
時
定
復
不

従
餘
処
来
也
。
当
知
乳
中
先
有
酪
相
。
甘
味
多
故
不
能
自
変
。
乃

至
醍
醐
亦
復
如
是
。
是
牛
食

水
草
因
縁
。
血
脈
転
変
而
得
成
乳

若
食
甘
草
其
乳
則
甜
。
若
食
苦
草
乳
則
苦
味
。
雪
山
有
草
名
曰
肥

。
牛
若
食
純
得
醍
醐
。
無
有
青
黄
赤
白
黒
色
。
穀
草
因
縁
其
乳

則
有
色
味
之
異
。
是
諸
衆
生
以
明
無
明
業
因
縁
故
生
於
二
相
。
若

無
明
転
則
変
為
明
。
一
切
諸
法
善
不
善
等
。
亦
復
如
是
無
有
二
相
。

（
大
正
蔵
一
二
・
六
五
一
下
｜
六
五
二
上
）

こ
の
よ
う
に
「
無
明
転
則
変
為
明
」
の
典
拠
と
し
て
、
智

の
念
頭

に
「
如
来
性
品
」
の
一
文
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
記
述
ｄ
に
お
い
て
援
用

さ
れ
た
「
無
明
性
明
性
無
二
無
別
」
と
同
致
で
あ
る
文
言
が
記
述
ｆ
の

傍
線
部
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
こ
と
で
あ

10
）

ろ
う
。
そ

し
て
、
智

が
引
用
し
た
意
趣
も
「
無
明
」
と
「
明
」
の
同
質
性
を
述

べ
る
『
涅
槃
経
』
の
そ
れ
と
見
事
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
な
に
ゆ
え
「
無
明
」
と
「
明
」
が
究
極
的
に
は
等
し
い
こ
と

に
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
智

は
そ
こ
に
「
空
観
」
を
介
在
さ
せ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ

の
間
の
事
情
を
智

は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

ｇ
此
一
念
心
不

不
横
不
可
思
議
。
非
但
己
爾
、
仏
及
衆
生
亦
復
如

是
。
華
厳
云
、
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
。
当
知
、
己
心
具
一

切
仏
法
矣
。
思
益
云
、
愚
於

11
）

陰
入
界
而
欲
求
菩
提
。
陰
入
界
即
是

離
是
無
菩
提
。
浄
名
曰
、
如
来
解
脱
当
於
衆
生
心
行
中
求
。
衆
生

即
菩
提
、
不
可
復
得
。
衆
生
即
涅
槃
、
不
可
復
滅
。
一
心
既
然
、

諸
心
亦
爾
、
一
切
法
亦
爾
。
普
賢
観
云
、
毘
盧
遮
那
遍
一
切
処
。

即
其
義
也
。
当
知
、
一
切
法
即
仏
法
。
如
来
法
界
故
。
若
爾
、
云

何
復
言
遊
心
法
界
如
虚
空
。
又
言
無
明
明
者
即
畢
竟
空
。
此
挙
空

為
言
端
。
空
即
不
空
亦
即
非
空
、
非
不
空
。
又
言
、
一
微
塵
中
有

大
千
経
巻
、
心
中
具
一
切
仏
法
、
如
地
種
、
如
香
丸
者
、
此
挙
有

為
言
端
。
有
即
不
有
、
亦
即
非
有
非
不
有
。
又
言
、
一
色
一
香
無

非
中
道
、
此
挙
中
道
為
言
端
。
即
中
而
辺
、
即
非
辺
非
不
辺
、
具

足
無
減
。
勿
守
語
害
円
、
誣

聖
意
。（『
摩
訶
止
観
』巻
一
上
、
大

正
蔵
四
六
・
九
上
）

ｈ
四
観
心
者
、
観
一
念
無
明
即
是
明
。
大
経
云
、
無
明
明
者
即
畢
竟

空
。
空
慧
照
無
明
、
無
明
即
浄
。
譬
如
有
人
覚
知
有
賊
、
賊
無
能
為
。

既
不
為
無
明
所
染
、
即
是
煩
悩
道
浄
。
煩
悩
浄
故
則
無
業
。
無
業

故
無
縛
。
無
縛
故
是
自
在
我
。
我
既
自
在
不
為
業
縛
。
誰
受
是
名

色
。
触
受
無
受
則
無
苦
。
既
無
苦
陰
、
誰
復
遷
滅
。
即
是
常
徳
。

以
下
略
）『
法
華
玄
義
』
巻
第
二
末
、
大
正
蔵
三
三
・
七
〇
〇
下
）

「
一
色
一
香
無
非
中
道
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
記
述
ｇ

は
、
す
で
に
示
し
た
記
述
ｂ
の
す
ぐ
直
前
に
説
か
れ
る
も
の
で
、
引
用

文
中
に
傍
線
を
付
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
無
明
と
明
と
は

即
ち
畢
竟
空
」
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

12
）

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
典
拠

も
記
述
ｈ
よ
り
「
大
経
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

13
）

れ
る
（『
法
華
玄
義
』
の

こ
の
箇
所
は
、「
十
二
因
縁
」が
①
正
し
く
釈
す
②
麁
妙
を
判
ず
③
開
麁

顕
妙
④
観
心
の
四
項
に
わ
た
っ
て
説
か
れ
る
第
四
番
目
「
観
心
」
に
相

当
し
、
冒
頭
で
は
一
念
に
「
無
明
は
是
れ
即
ち
明
な
り
」
と
観
ず
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
）。

す
な
わ
ち
、『
涅
槃
経
』巻
第
十
六「
梵
行
品
」に
は
、次
の
よ
う
に

14
）

あ
る
。

ｉ
又
復
明
者
名
為
三
明
。
一
菩
薩
明
。
二
諸
仏
明
。
三
無
明
明
。
菩

薩
明
者
即
是
般
若
波
羅
蜜
。
諸
仏
明
者
。
即
是
仏
眼
。
無
明
明
者

即
畢
竟
空
。（
大
正
蔵
一
二
・
七
一
一
｜
中
）

さ
て
、
こ
こ
で
記
述
ｂ
に
戻
り
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、
こ

こ
で
は
一
一
の
塵
労
（
煩
悩
）
を
翻
転
す
れ
ば
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
八
万

四
千
の
諸
の
三
昧
門
と
な
り
、
陀
羅
尼
と
な
り
、
波
羅
蜜
と
な
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、（
無
明
が
転
じ
、
変
じ

て
明
と
な
る
の
は
）
あ
た
か
も
氷
が
融
け
て
水
と
な
る
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
け
っ
し
て
遠
く
に
あ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
余
処
よ
り
来
た

も
の
で
も
な
い
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
遠
き
物
に

あ
ら
ず
、
余
処
よ
り
来
た
ら
ず
」と
い
う
表
現
は
、『
肇
論
』「
不
真
空
論
」

結
尾
の
「
道
遠
乎
哉
。
触
事
而
真
」（
大
正
蔵
四
五
・
一
五
三
上
）
を
思

わ
せ
よ
う
。

智

が
僧
肇
（
三
七
四
｜
四
一
四
）
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
摩
訶
止

観
』
巻
第
九
下
に
は
、

ｊ
若
観
未
悟
、
重
起
慈
悲
。
此
理
寂
静
而
衆
生
起
迷
、
無
明
戯
論
翳

如
来
蔵
、
稠
煩
悩
林
。
是
故
起
悲
、
抜
根
本
重
苦
。
又
無
明
即
法

性
、
煩
悩
即
菩
提
。
欲
令
衆
生
即
事
而
真
、
法
身
顕
現
。
是
故
起

慈
与
究
竟
楽
。
如
是
誓
願
、
清
浄
真
正
、
上
求
仏
道
、
下
化
衆
生
。

不
雑
毒
、
不
偏
邪
、
無
依
倚
、
離
二
辺
。
名
発
菩
提
心
。
此
心
発

時
、
豁
然
得
悟
。
如
快
馬
見
鞭
影
即
到
正
路
。（
大
正
蔵
四
六
・
一

一
八
〇

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

一
七
九

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）



三
一
上
｜
中
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
即
事
而
真
」
が
「
触
事
而
真
」

の
変
奏
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
で
あ

15
）

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
述
ｊ
の
意
味
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

直
前
で
説
か
れ
る
「
不
思
議
観
」
を
説
明
し
た
次
の
記
述
を
見
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

ｋ
不
思
議
観
者
、
若
発
一
念
定
心
、
或
味
或
浄
乃
至
神
通
。
即
知
此

心
是
無
明
法
性
法
界
十
界
百
法
無
量
定
乱
一
念
具
足
。
何
以
故
。

由
迷
法
性
故
有
一
切
散
乱
悪
法
、
由
解
法
性
故
有
一
切
定
法
。
定

散
既
即
無
明
、
無
明
亦
即
法
性
。
迷
解
定
散
其
性
不
二
。
微
妙
難

思
、
絶
言
語
道
。
情
想
図
度
徒
自
疲
労
。
豈
是
凡
夫
二
乗
境
界
。

雖
超
越
常
情
而
不
離
群
有
。
経
言
、
一
切
衆
生
即
滅
尽
定
。
雖
即

心
名
定
而
衆
生
未
始
是
、
而
衆
生
未
始
非
。
何
以
故
。
若
離
衆
生

何
処
求
定
、
故
衆
生
未
始
非
。
若
即
衆
生
定
非
衆
生
、
故
衆
生
未

始
是
。
未
是
故
不
即
不
、
非
故
不
離
。
不
即
不
離
、
妙
在
其
中
、

難
量
若
空
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
。（
同
前
・
一
三
一
上
）

こ
こ
で
は
、「
不
思
議
観
」
を
説
明
し
て
、
一
念
の
定
心
は
「
無
明
」

「
法
性
」「
法
界
」な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
念
に「
十
界
」「
百
法
」、「
無

量
の
定
乱
」（
禅
定
と
散
乱
）が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
定（
禅

定
）」
も
「
乱
（
散
乱
）」
も
「
無
明
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、「
迷
（
迷
い
）」

と
「
解
（
悟
り
）」、「
定
」「
乱
」
の
本
性
は
不
二
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
前
提
を
受
け
て
記
述
ｊ
で
は
、「
無
明
の
戯
論
」が
如
来
蔵
を

翳おお
い
、
煩
悩
の
林
を
稠しげ
く
し
て
い
る
た
め
前
述
の
よ
う
な
道
理
を
正
し

く
認
識
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
に
、「
悲
」
を
起
こ
し
て
重
苦
を
抜
き
、

衆
生
に
事
に
即
し
て
真
実
で
あ
る
と
こ
ろ
の
法
身
を
顕
現
さ
せ
る
た
め

に
「
慈
」
を
起
こ
し
て
究
竟
の
楽
を
与
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
す
で
に
見
た
記
述
ｂ
に
お
い
て
も
、
最
終
的
に
は
慈
悲
心
を
起

こ
す
べ
き
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
も
同
様

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
別
の
視
点
か
ら

検
証
し
て
み
よ
う
。

（
三
）

『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
上
に
は
、『
首

厳
経
』
を
引

16
）

い
て
、「
魔
事
」

と
「
仏
界
」
が
不
二
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
た
、

ｌ
魔
事
為
法
界
者
、
首

厳
云
、
魔
界
如
仏
界
如
、
一
如
無
二
如
。

実
際
中
尚
不
見
仏
、
況
見
有
魔
耶
。
設
有
魔
者
、
良
薬
塗

堪
任

乗
御
云
云
。（
大
正
蔵
四
六
・
五
〇
上
）

と
い
う
記
述
が

17
）

あ
る
。
こ
こ
で
は
「
魔
事
」
と
「
仏
界
」
が
本
質
的
に

は
異
な
り
が
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
か
り
に
魔
に
取
り
憑
か

れ
て
（
仏
界
を
見
失
っ
た
と
し
て
も
）
良
薬
を
塗
れ
ば
そ
れ
ら
を
制
御

で
き
る
こ
と
が
説
か
れ
て

18
）

い
る
。「
心
を
制
御
す
る
」こ
と
は
、
す
で
に

見
た
と
こ
ろ
で
い
え
ば
「
慈
悲
心
」
を
起
こ
す
こ
と
に
対
応
し
よ
う
。

ま
た
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
八
下
に
は
、

ｍ
魔
界
即
仏
界
。
而
衆
生
不
知
、
迷
於
仏
界
横
起
魔
界
、
於
菩
提
中

而
生
煩
悩
。
是
故
起
悲
。
欲
令
衆
生
於
魔
界
即
仏
界
、
於
煩
悩
即

菩
提
。
是
故
起
慈
。
慈
無
量
仏
、
悲
無
量
魔
。
無
量
慈
悲
即
無
縁

一
大
慈
悲
也
。（
大
正
蔵
四
六
・
一
一
六
中
）

と
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
魔
界
即
仏
界
」で
は
あ
っ
て
も
、
衆
生
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
仏

界
に
迷
い
、
横
ほしいままに

魔
界
に
起
こ
し
、
菩
提
の
中
に
お
い
て
煩
悩
を
生
じ

て
い
る
。
こ
の
ゆ
え
に
「
悲
」
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆

生
を
し
て
魔
界
は
即
ち
仏
界
で
あ
る
と
知
ら
し
め
、
煩
悩
は
即
ち
菩
提

で
あ
る
と
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
「
慈
」
を
起
こ
す
の

で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、「
無
明
即
明
」「
煩
悩
即
菩
提
」「
魔
界
即
仏
界
」
で
あ

る
と
い
っ
て
も
、
智

が
一
貫
し
て
主
張
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
、

無
限
定
な
現
実
の
肯
定
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
終
極
的
に
は
「
起
慈
悲

心
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
稿
で
は
智

の
「
無
明
を
転
じ
て
明
と
な
す
」
お
よ
び
そ

れ
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
瞥
見
し
た
が
、
残
し
た
課
題
は
あ
ま
り

に
も

19
）

多
い
。「
無
明
転
即
変
為
明
」「
無
明
即
明
」「
魔
界
即
仏
界
」
と
い

っ
た
考
え
方
と「
儒
教
の
聖
人
論
と
の
関
連
の
も
と
、「
革
凡

20
）

成
聖
」「
転

凡

21
）

成
聖
」
等
の
表
現
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
凡
人
か
ら
聖
人
へ
の
転

換
を
目
指

22
）

し
た
」
と
さ
れ
る
六
朝
仏
教
史
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

註１
）

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
葬
祭

現
代
的
意
義
と
課

題
』（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
照
。

２
）

津
田
眞
一
「
縁
起
説
の
さ
ら
な
る
根
拠
に
つ
い
て

法

（d
h
a
rm
a

）
の
構
造
と
そ
の
思
想
史
的
意
味

」（
平
川
彰
博
士
古

稀
記
念
『
仏
教
思
想
の
展
開
』
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
）、
同
「
無
明

と
は
何
か
」（
奈
良
康
明
編
『
仏
教
討
論
集
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ
』

東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
）、
同
「D

h
a
tu

の
本
質
と
構
造

有
の

仏
教
学
か
ら
神﹅
の
仏
教
学
へ

」（『
仏
教
学
』第
三
六
号
、
一
九
九

四
年
十
二
月
）等
を
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
に
津
田
眞

一
『
ア
ー
ラ
ヤ
的
世
界
と
そ
の
神

仏
教
思
想
像
の
展
開
』（
大
蔵

出
版
、
一
九
九
八
年
）に
収
録
さ
れ
た
。
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
同
書

に
拠
る
。
た
だ
、
正
直
に
告
白
し
て
お
け
ば
、
私
は
津
田
博
士
の
所
論

を
十
分
に
は
読
み
込
め
て
お
ら
ず
理
解
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。

３
）

以
下
、
本
文
に
引
く
回
向
文
は
、
櫻
井
秀
雄
『
修
訂
・
曹
洞
宗
回

向
文
講
義
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
た
。
櫻
井
博

士
は
本
文
①
の
回
向
文
の
傍
線
部
分
を「
切
に
の
ぞ
む
こ
と
は
、
始
の

な
い
ほ
ど
久
し
く
、
ね
づ
よ
い
迷
い
や
苦
し
み
の
根
源
と
な
る
無
智

の
心
が
、
い
ま
・
こ
こ
で
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
、
そ
し
て
、
全
く

こ
だ
わ
り
と
さ
ま
た
げ
の
な
い
、
正
し
い
理
に
め
ざ
め
た
、
こ
の
上
な

い
智
慧
が
、
直
ち
に
眼
の
あ
た
り
に
開
か
れ
て
、
い
そ
ぎ
、
生
と
か
滅

と
か
、
分
け
へ
だ
て
る
迷
い
を
離
れ
た
み
ち
を
、
明
ら
か
に
さ
と
り
、

は
や
く
、
仏
の
位
に
達
し
、
そ
の
〞
ア
カ
シ
〝
を
え
ま
す
よ
う
に
と
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
」（
同
書
、
二
九
二
頁
）
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
回
向
文
に
「
無
明
転
即
変
為
明
」
の
変
奏
を
見
よ
う
と
す
る
私
の

一
八
二

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

一
八
一

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）



読
み
も
、
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
回
向
文

②
も
法
身
の
遍
在
性
を
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
思
想
的
基
盤
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

４
）

前
掲
櫻
井
書
、
三
〇
一
頁
、
二
八
六
頁
参
照
。
櫻
井
書
の
指
摘
す

る
『
華
厳
経
』
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
大
方
広
仏
華
厳
経
（
六
十
華
厳
）』
巻
第
四
十
三
「
離
世
間
品
」

「
菩
薩
清
涼
月
、
遊
於
畢
竟
空
、
垂
光
照
三
界
、
心
法
無
不
現
」

（
大
正
蔵
九
・
六
七
〇
下
）、『
八
十
華
厳
』
巻
第
五
十
九
「
離
世

間
品
」「
菩
薩
智
光
月
、
法
界
以
為
輪
、
遊
於
畢
竟
空
、
世
間
無

不
見
」（
大
正
蔵
一
〇
・
三
一
四
下
）

②
『
大
方
広
仏
華
厳
経
（
八
十
華
厳
）』
巻
第
六
「
如
来
現
相
品
」

「
仏
身
充
満
於
法
界
、
普
現
一
切
衆
生
前
、
随
縁
赴
感
靡
不
周

而
恒
処
此
菩
提
座
」（
大
正
蔵
一
〇
・
三
〇
上
）、『
六
十
華
厳
』

巻
第
三
「
盧
舎
那
仏
品
」「
仏
身
充
満
諸
法
界
、
普
現
一
切
衆
生

前
、
応
受
化
器
悉
充
満
、
仏
故
処
此
菩
提
樹
」（
大
正
蔵
九
・
四

〇
八
上
）

５
）

前
掲
櫻
井
書
は
、「
現
在
宗
門
で
「
唱
誦

文
」
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
三
帰
礼
文
か
ら
洗
面
・
洗
浄
・
沐
浴

や
食
事

等
、
多
く
は
『
華
厳
経
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
二
八
八

頁
）
と
述
べ
る
。

６
）

前
掲
書
に
お
い
て
、
津
田
博
士
は
「
な
お
、
天
台
智

の
『
摩
訶

止
観
』
は
『
大
智
度
論
』
と
と
も
に
私
が
つ
と
に
そ
こ
に

無
明
と
明

と
の
両
極
構
造

の
先

を
見
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
上
掲
の
拙
稿
「
縁
起
説
の
根
拠
」
に
お
い
て
す
で
に
論
じ

て
は
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
対
応
が
あ
ま
り
に
も

美
事
で
す
の
で
、
そ
の
事
態
に
関
し
て
言
わ
れ
た
智

の
言
葉
を
次

に
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」（
三
四
八
｜
三
四
九
頁
）と
し
、『
摩
訶
止

観
』
か
ら
次
の
三
例
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

①
巻
第
一
上
「
既
知
無
明
即
明
不
復
流
動
。
故
名
為
止
」（
大
正
蔵
四

六
・
三
中
）

②
巻
第
一
下
「
無
明
転
即
変
為
明
」（
同
前
・
九
中
）

③
巻
第
三
上「
無
明
先
有
名
為
故
。
法
身
是
明
破
於
無
明
名
為
新
。
無

明
即
明
明
即
無
明
」（
同
前
・
二
一
上
）

７
）

こ
の
中
『
法
華
文
句
』
に
つ
い
て
は
、
巻
第
一
上
「
序
品
」
に
「
今

釈
地
六
種
動
。
表
円
家
六
番
破
無
明
。
無
明
声

未
曾
侵
毀
方
将
破

壊
。
故
動
地
以
表
之
。
無
明
若
転
即
変
為
明
。
故
普
仏
世
界
六
種
震
動

也
」（
大
正
蔵
三
四
・
二
八
下
）
と
出
る
一
例
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
論
述
は
『
摩
訶
止
観
』『
法
華
玄
義
』

を
中
心
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

８
）

中
国
仏
教
研
究
会
編
『『
摩
訶
止
観
』
引
用
典
拠
総
覧
』（
中
山
書

房
仏
書
林
、
一
九
八
七
年
）
三
五
頁
、
お
よ
び
池
田
魯
参
『
詳
解
摩
訶

止
観
・
研
究
註
釈
篇
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
）
三
三
八
頁
参

照
。
津
田
博
士
も
前
掲
書
に
お
い
て
、「「
無
明
は
転
ず
れ
ば
す
な
わ
ち

変
じ
て
明
と
な
る
」
と
い
う
言
葉
は
『
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
十
六
（『
大

正
蔵
』
十
二
、
七
二
一
頁
上
段
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
当
っ
て
み
る
と
、
ど
う
も
う
ま
く
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」（
三

四
九
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。

９
）

参
考
ま
で
に
僧
亮
（
生
没
年
不
詳
）
と
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
｜

五
九
二
）
は
、
こ
の
文
を
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

①
『
大
般
涅
槃
経
集
解
』
巻
第
二
十
「
若
無
明
転
則
変
為
明

至
）亦
復

如
是
無
有
二
相
。
案
。
僧
亮
曰
。
衆
生
有
心
。
知
苦
可
厭
。
知
楽
可

求
。
不
識
苦
故
。
名
無
明
也
。
識
則
無
明
。
之
名
転
也
。
是
則
有
明

闇
之
異
不
一
也
」（
大
正
蔵
三
七
・
四
六
一
下
）

②
『
大
般
涅
槃
経
義
記
』
巻
第
四
「
下
約
此
二
明
性
無
二
。
食
甘
乳
甜

食
苦
。
乳
苦
食
肥

草
純
得
醍
醐
明
性
無
二
。
食
草
与
穀
所
出
之
乳

色
味
各
異
。
食
穀
乳
好
食
草
乳
悪
明
性
無
二
。
下
約
顕
法
。
以
明
無

明
生
於
二
相
合
食
水
草
。
血
変
成
乳
明
法
相
二
。
若
無
明
転
則
為
明

者
合
食
甘
草
乳
則
甜
等
明
性
不
二
。
一
切
諸
法
亦
復
如
是
以
初
類

後
。
無
有
二
相
結
成
二
。
無
二
之
義
亦
如
上
辨
」（
大
正
蔵
三
七
・

七
〇
三
下
）

10
）

前
注
（
８
）
の
『
引
用
典
拠
総
覧
』
お
よ
び
池
田
書
は
、
記
述
ｄ

に
お
い
て
援
用
さ
れ
た
「
無
明
性
明
性
無
二
無
別
」
の
典
拠
と
し
て
、

「
如
来
性
品
」
の
「
若
言
無
明
因
縁
諸
行
。
凡
夫
之
人
聞
已
分
別
生
二

法
想
。
明
与
無
明
。
智
者
了
達
其
性
無
二
。
無
二
之
性
即
是
実
性
。
若

言
諸
行
因
縁
識
者
。
凡
夫
謂
二
。
行
之
与
識
。
智
者
了
達
其
性
無
二
。

無
二
之
性
即
是
実
性
」（
大
正
蔵
一
二
・
六
五
一
下
）
を
指
摘
し
て
い

る
。

11
）

大
正
蔵
経
原
文
に
は
「
界
入
」
と
あ
る
が
、
池
田
魯
参
『
詳
解
摩

訶
止
観
・
定
本
訓
読
篇
』
大
蔵
出
版
に
よ
っ
て
改
め
た
。

12
）

本
文
中
に
示
し
た
記
述
ｇ
の
『
摩
訶
止
観
』
の
本
文
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
は
、
松
本
史
朗
『
道
元
思
想
論
』
第
六
章
「
中
国
禅
宗
史
に
お
け

る
仏
性
顕
在
論
の
系
譜（
智

）」（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
七

一
｜
二
七
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

13
）
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
下
に
「
若
無
生
門
千
万
重
畳
、

是
無
明

一
念
因
縁
所
生
法
、
即
空
即
仮
即
中
不
思
議
三
諦
、
一
心
三
観
、
一
切

種
智
、
仏
眼
等
法
耳
。
無
生
門
既
爾
。
諸
餘
横
門
、
亦
復
如
是
。
雖
種

種
説
、

一
心
三
観
。
故
無
横
無
竪
」（
大
正
蔵
四
六
・
八
四
中
｜
下
）

と
あ
る
を
参
照
。

14
）

池
田
魯
参
『
詳
解
摩
訶
止
観
・
研
究
註
釈
篇
』（
二
五
八
頁
）
で

は
、
こ
れ
を
前
注
（
10
）
の
『
涅
槃
経
』
巻
第
八
「
如
来
性
品
」
の
取

意
と
し
、
対
応
す
る
現
代
語
訳
の
箇
所
で
は
、「
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て

『
華
厳
経
』
は
「
心
を
法
界
に
遊
ば
せ
る
と
虚
空
の
よ
う
だ
」
と
い

い
、『
大
品
般
若
経
』
は
、「
無
明
も
明
も
畢
竟
、
空
で
あ
る
」
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
空
の
語
を
と
り
あ
げ
て
い
っ
た
ま
で
で
、
空

は
空
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
空
で
あ
る
の
で
も
空
で
な
い
の
で

も
な
い
の
で
あ
る
」（『
詳
解
摩
訶
止
観
・
現
代
語
訳
篇
』
五
七
頁
、
傍

線
部＝

奥
野
）と
訳
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
単
純
な
記
憶
違
い
で
あ

ろ
う
。

15
）

智

の
著
作
に
お
け
る
「
即
事
而
真
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
多

田
孝
正
「「
即
事
而
真
」
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
第
一
七
号
、
一

九
七
四
年
十
一
月
）
お
よ
び
前
注
（
12
）
松
本
書
二
七
七
頁
を
参
照
。

16
）

『
首

厳
三
昧
経
』
巻
下
に
「
所
以
者
何
。
魔
界
如
即
是
仏
界

如
。
魔
界
如
仏
界
如
不
二
不
別
。
我
等
不
離
是
如
。
魔
界
相
即
是
仏
界

相
。
魔
界
法
仏
界
法
不
二
不
別
。
我
等
於
此
法
相
不
出
不
過
。
魔
界
無

有
定
法
可
示
。
仏
界
亦
無
定
法
可
示
。
魔
界
仏
界
不
二
不
別
。
我
等
於

此
法
相
不
出
不
過
。
是
故
当
知
。
一
切
諸
法
無
有
決
定
」（
大
正
蔵
一

五
・
六
三
九
下
）
と
あ
る
を
参
照
。

17
）

同
様
の
趣
旨
の
文
と
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
八
下
に
「
行
者

道
弱
未
動
波
旬
。
一
切
鬼
神
属
六
天
管
。
当
界
防
戍
正
応
動
此
耳
。
経

云
。
魔
事
魔
罪
不
説
者
。
是
菩
薩
悪
知
識
。
若
達
邪
正
懐
抱
淡
然
。
知

一
八
四

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）

一
八
三

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
（
奥
野
）



魔
界
如
仏
界
如
。
一
如
無
二
如
平
等
一
相
。
不
以
魔
為
戚
仏
為
欣
。
安

之
実
際
。
若
能
如
是
邪
不
干
正
。
悩
乱
設
起
魔
来
甚
善
也
」（
大
正
蔵

四
六
・
一
一
四
下
｜
一
一
五
上
）
と
あ
る
を
参
照
。

18
）
『
摩
訶
止
観
』
中
の
「
良
薬
塗

堪
任
乗
御
云
云
」
は
『
涅
槃
経
』

の
援
用
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
池
田
書
三
四
四
｜
三
四
五
頁
お
よ
び

『
摩
訶
止
観
引
用
典
拠
総
覧
』（
三
七
頁
）
参
照
。『
大
般
涅
槃
経
』
巻

第
九
「
菩
薩
品
」
に
「
復
次
善
男
子
。
譬
如
良
医
及
良
医
子
。
所
知
深

出
過
諸
医
。
善
知
除
毒
無
上
呪
術
。
若
悪
毒
蛇
若
龍
若
蝮
。
以
諸
呪

術
呪
薬
令
良
。
以
此
良
薬
用
塗
革

。
以
此
革

触
諸
毒
蟲
毒
為
之

消
。
唯
除
一
毒
名
曰
大
龍
。
是
大
乗
典
大
涅
槃
経
亦
復
如
是
。
若
有
衆

生
犯
四
重
禁
五
無
間
罪
。
悉
能
消
滅
令
住
菩
提
。
如
薬
革

能
消
衆

毒
。
未
発
心
者
能
令
発
心
。
安
住
無
上
菩
提
之
道
。
是
彼
大
乗
大
涅
槃

経
威
神
薬
故
。
令
諸
衆
生
生
於
安
楽
。
唯
除
大
龍
一

提
輩
」（
大
正

蔵
一
二
・
六
六
一
上
）と
あ
る
を
参
照
。
た
だ
し
、
池
田
書
お
よ
び『
引

用
典
拠
総
覧
』
が
「
月
喩
品
」
と
し
て
い
る
の
は
た
ん
な
る
誤
記
で
あ

ろ
う
。

19
）

こ
の
部
分
を
池
田
魯
参
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。

「
思
う
に
魔
界
と
仏
界
と
は
紙
一
重
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
魔
界
と
仏

界
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
魔
界
の
全
体
は
そ
っ
く
り

仏
界
な
の
で
あ
っ
て
、
仏
界
か
ら
除
外
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
と
し
て

魔
事
の
境
が
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）

し
か
し
、
魔
に
魅
入
ら
れ
た
と
き
は
ど
う
か
。
そ
の
と
き
は
魔
界
が

仏
界
で
あ
る
な
ど
と
は
気
づ
か
ず
に
、
仏
界
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
わ
け
も
な
く
魔
界
の
と
り
こ
に
な
っ
て
七
転
八
倒
し

て
い
る
て
い
た
ら
く
な
の
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
仏
の
さ
と
り
の
世
界

に
い
な
が
ら
、
煩
悩
熾し
盛じようの
生
き
方
し
か
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
痛
ま
し
く
感
ず
る
悲いたわ
る
心
が
生
ず
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
何
と
し
て
も

こ
の
魔
界
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
仏
界
に
転
換
す
る
よ
う
な
工
夫
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
思
い
煩
い
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
現
実
の
生

き
方
を
そ
っ
く
り
仏
の
さ
と
り
の
世
界
へ
と
変
革
し
な
け
れ
ば
た
ま

ら
な
い
と
思
い
な
お
し
、
少
し
で
も
向
上
し
よ
う
と
い
う
慈いつく
し
む
心

が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
慈
し
む
心
は
仏
の
世
界
を
め
ざ

し
、
悲いたわる
心
は
魔
の
世
界
を
見
す
え
て
、
大
き
な
慈
悲
の
心
は
仏
や
菩

薩
た
ち
の
は
か
り
知
れ
な
い
大
き
な
愛
情
と
な
っ
て
、
人
々
に
希
望

を
与
え
、
生
き
る
者
を
励
ま
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
」（『
瞑
想
の
す

す
め

摩
訶
止
観
を
よ
む（
下
）』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
五
四
｜
一
五
五

頁
）。

20
）

「
革
凡
成
聖
」
と
い
う
言
葉
は
、
次
注
（
21
）
に
見
る
「
転
凡
成

聖
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
天
台
の
『
法
華
玄
義
』『
摩
訶
止
観
』
に

見
え
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

①
『
法
華
玄
義
』
巻
第
五
上

九
引
涅
槃
五
譬
成
四
教
位
。
若
不
将
四
教
釈
譬
。
譬
不
可
解
。
若
非

五
譬
判
四
教
位
。
取
信
為
難
。
若
信
経
文
則
位
義
易
暁
解
諸
位
意
彼

譬
冷
然
。
彼
此
相
須
可
謂
兼
美
者
也
。
彼
文
云
。
凡
夫
如
乳
。
須
陀

七

如
酪
。
斯
陀
含
如
生
蘇
。
阿
那
含
如
熟
蘇
。
阿
羅
漢
支
仏
仏
如

醍
醐
。
此
譬
三
蔵
五
位
。
何
者
。
凡
夫
全
生
未
能
除
惑
。
菩
薩
亦

爾
。
但
得
如
乳
。
須
陀

仏

破
見
革
凡
成
聖
。
如
乳
変
為
酪
。
斯
陀

含
侵
六
品
思
。
故
如
生
蘇
。
阿
那
含
欲
界
思
尽
。
故
如
熟
蘇
。
阿
羅

漢
支
仏
仏
。
皆
断
三
界
見
思
尽
。
故
同
称
醍
醐
。
故
釈
論
云
。
声
聞

経
中
称
阿
羅
漢
地
為
仏
地
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
三
九
中
）

②
『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
上

如
牛
新
生
血
変
為
乳
。
純
浄
在
身
。
犢
子
若

。

。
牛
即
出
乳
。
仏
亦

如
是
。
始
坐
道
場
新
成
正
覚
。
無
明
等
血
転
変
為
明
。
八
万
法
蔵
十

二
部
経
。
具
在
法
身
。
大
機
犢
子
先
感
得
乳
。
乳
為
衆
味
之
初
。
譬

頓
在
衆
教
之
首
。
故
以
華
厳
為
乳
耳
。
三
教
分
別
即
名
頓
教
。
亦
即

醍
醐
五
味
分
別
即
名
乳
教
。
又
約
行
者
。
大
機
禀
頓
即
破
無
明
。
得

無
生
忍
行
如
醍
醐
。
又
雖
禀
此
頓
未
能
悟
入
。
始
初
立
行
。
故
其
行

如
乳
。
若
望
小
根
性
人
行
。
又
如
乳
。
何
者
大
教
擬
小
如
聾
如

。

非
己
智
分
。
行
在
凡
地
全
生
如
乳
。
以
此
義
故
頓
教
在
初
。
亦
名
醍

醐
亦
名
為
乳
。
其
意
可
見
也
。
次
開
漸
者
。
仏
本
以
大
乗
擬
度
衆

生
。
其
不
堪
者
尋
思
方
便
。
趣
波
羅
奈
。
於
一
乗
道
分
別
説
三
。
即

是
開
三
蔵
教
也
。
非
但
釈
迦
隠
其
無
量
神
徳
作
斯
漸
化
。
過
現
諸
仏

亦
復
如
是
如
前
所
引
。
当
知
初
頓
之
後
。
次
開
於
漸
。
故
涅
槃
云
。

従
仏
出
十
二
部
経
。
従
十
二
部
出
修
多
羅
。
正
与
此
義
相
応
。
譬
如

従
牛
出
乳
従
乳
出
酪
。
其
譬
不
違
漸
機
。
於
頓
教
未
転
全
生
如
乳
。

三
蔵
中
転
革
凡
成
聖
。
喩
変
乳
為
酪
。
即
是
次
第
相
生
。
為
第
二
時

教
。
不
取
濃
淡
優
劣
為
喩
也
。
方
便
品
文
斉
於
此
。（
同
前
・
八
〇

七
上
｜
中
）

③
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
下

復
次
點
出
諸
見
五
陰
者
。
是
示
其
苦
。
點
出
十
使
者
。
是
示
其
集
。

用
止
観
破
者
。
是
示
其
道
。
諸
見
若
伏
若
無
。
是
示
其
滅
。
夫
一
切

外
道
邪
解
。

一

法
僻
計
。
無
量
過
患
。
皆
用
四
諦
破
之
。
無
不
革
凡

成
聖
。
如
来
初
説
阿
含
四
諦
之
力
。
尚
能
如
此
。
何
況
大
乗
三
種
四

諦
。
何
所
不
破
耶
。（
大
正
蔵
四
六
・
六
六
下
）

21
）
『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
下
に
「
初
説
華
厳
於
初
心
未
深
益
於
漸
機

亦
未
転
。
於
二
縁
如
乳
。
若
漸
機
禀
三
蔵
。
能
断
見
思
三
毒
稍
尽

三

即

転
凡
成
聖
。
如
変
乳
為
酪
。
不
可
以
用
益
謂
賎
勝
不
用
益
謂
貴
劣
。
華

厳
亦
如
是
。
於
小
如
乳
於
大
如
醍
醐
。
少
分
譬
喩
不
可
全
求
也
」（
大

正
蔵
三
三
・
八
一
〇
上
）
と
あ
る
を
参
照
。

前
注
（
20
）
の
「
革
凡
成
聖
」、「
転
凡
成
聖
」
い
ず
れ
も
『
涅
槃
経
』

と
深
い
関
連
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

そ
の
相
当
す
る
中
心
と
な
っ
て
い
る
経
文
が
、
本
文
で
示
し
た
記
述

ｆ
の
巻
第
八
「
如
来
性
品
」（
大
正
蔵
一
二
・
六
五

が

下
｜
六
五
二
上
）

な
の
で
あ
る
。
な
お
、
吉
蔵
は『
法
華
統
略
』巻
第
二
に
お
い
て
、「
次

無
滅
転
滅
者
約
横
。
謂
言
有
生
。
就
了
悟
則
知
聞
薫
習
本
不
生
。
即
此

名
不
生
。
強
称
為
滅
。
従
来
未
得
本
不
生
悟
。
今
始
得
本
不
生
悟
。
於

縁
得
転
悟
。
名
之
為
転
。
故
経
云
。
転
凡
成
聖
。
意
在
於
此
也
」（
卍

続
蔵
四

無

・
三
三
右
上
）
と
い
い
、
こ
の
語
が
「
経
」
に
出
る
と
い
っ

て
い
る

二

、
い
ず
れ
の
経
典
が
こ
れ
に
相
当
す
る
か
は
未
詳
で
あ
る
。

22
）

船
山
徹
「
五
六
世
紀
の
仏
教
に
お
け
る
破
戒
と
異
端
」（
麥
谷
邦

夫
編
『
中
国
中
世
社
会
と
宗
教
』
道
気
社
、
二
〇
〇

と

年
四
月
）
五
〇

頁
参
照
。

（
二
〇
〇
三
年

て

月
七
日
）

一
八
六

「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」

「

な
す
（
奥
野
）

一
八
五

「

」

明
」
を
転
じ

野
）

明

（

と
な
す

奥

亘

亘

數


